
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 神戸町立神戸中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１１日（土）、１２日（日）、１８日（土） 

平成２６年１１月１日（土），２日（日），１１日（火） 

 

実 施 概 要 

①神戸町主催「どんとこい祭り」において、生徒会が中心となり、独自
の活動としてゴミバスターズを行った。また、吹奏楽部がステージ発
表を行い、地域の方に広く活動を紹介した。 

②授業参観日に、同窓会の協力を得てネットとの関わり方についての講
  演会を行った。保護者にも聴講を促し、親子で考える場とした。 
③神戸町主催「文化祭」に、美術の授業で制作した全校生徒の作品を出

  品したり、吹奏楽部や演劇部が出演したりして、保護者へも紹介した。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ☑成果発表 □交流活動 ☑講演会等 
 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   ３１０ 人 
計 ３１５ 人 

地域関係者     ５ 人 

 
実 施 状 況 

①について 
 神戸町内の産業振興のために行われるイベントに、地元中学校として参
加。ゴミ拾いボランティア、吹奏楽部のステージ出演など、のべおよそ２
５０人の生徒が自主的に参加。地域行事にさまざまな形で貢献した。 
②について 
 東京より、ＳＮＳ関連会社に所属し全国で講演を展開している講師を招
き、ネットの安心・安全な付き合い方についての講演を聴いた。保護者も
多数参加し、親子でネット社会への関わり方を考える機会とした。 
③について 
 町文化祭の学習発表部門において、美術の授業で制作した全校生徒の作
品を、町体育館に展示した。また、演劇部、吹奏楽部が中央公民館で取組
の成果をステージ発表し、保護者や地域の方々に披露した。 

 
成果及び課題 

【成果】 
○地元主催の行事への積極的な参加は、地域から高い評価を得るとともに、
生徒にとっても地域の一員であるという自覚を促すことにつながった。 

○文化祭での作品展示については、生徒はもちろん、保護者や家族の方々
も多く鑑賞に訪れ、そのことをきっかけにして世代を越えた家族のコ
ミュニケーションを図ることができたといった声があった。 

【課題】 
●文化祭での全校生徒の作品展示については、その質に関して疑問の声を
聞くことがあった。また、地域行事と学校行事や部活動等、調整を図る
必要もある。 

●講演については、地元に関わる内容、地元の人材を活用するとよい。 

 
  


